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● 第 9 回通常総会の内容
　　● 総会挨拶要旨・人事異動
　　　● 平成 21 年度の計画生産対策及び季節別乳価対策
　　　　● 事業報告・受託販売実績・用途別販売実績
　　　　　 ● 生乳受託販売実績報告・編集後記　
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中販連だより● � ● 中販連だより �

　中販連は、去る 7月 27日に広島パシフィックホテル (広島市内 )において第 9回通常総会を開催し、平
成 20年度 (第 9年度 )業務報告及び平成 21年度 (第 10年度 )事業計画を始めとする提出議案が満場一致
で可決承認されました。
　20年度の業務報告は酪農乳業史上に残る乳価交渉を核とする事業実績となり、21年度の事業計画におい
ては 22年度の 5県生乳共販体制への移行に向けた準備作業の総仕上げを核とする構成となりました。
　以下、通常総会の経過及び議事における可決承認事項の概要について報告します。

　総会出席者及び主催者・来賓の挨拶

　5 会員の実出席及びご来賓として中国四国農政局 ( 畜

産課 )、管内各県行政、全国団体 ( 中央酪農会議、全農、

全酪連 ) からのご臨席を得て開催しました。

　総会の冒頭において中販連千葉会長が主催者代表挨拶

を行い、続いてご来賓を代表され中国四国農政局畜産課

浅沼課長及び中央酪農会議前田事務局長よりご祝辞をい

ただきました。（会長挨拶・来賓祝辞は別掲）

　議事の審議

　出席会員より山口県酪農協　原田代表理事組合長を議

長に選任し議事の進行・運営に当っていただきました。

各議案の審議概要は以下の通りです。

１．第 9 年度 (平成 20 年度 )事業報告及び剰余金処分
案承認の件
⑴事業報告における主要事項
　ア総務部関係

　　　乳価の追加値上げされる 21 年 3 月までの間、越

年対策を含め酪農経営の継続を支援するための措置

として「酪農経営特別支援対策」を講じた。

　　　必要資金は中販連が一括して金融機関から借入

し、広島県を除く 4 会員の 20 年 12 月 (11 月受託

分 ) から 21 年 3 月 (2 月受託分 ) までの 4 ヶ月間

の受託乳量に対し 3 円／㎏を支援資金として交付。

精算は乳価値上げ以降の４月 (3 月受託分 ) から 22

年 3 月 (2 月受託分 ) までの 12 ヶ月間の受託乳量に

対し１円相当とする。支援総額 248,874 千円。

5県生乳共販体制（22年度から移行）
の準備作業の仕上げに邁進

－中販連第9回通常総会開催報告－

⑵業務部関係
　①乳価交渉
　◎　中間合意に基づき 20 年 4 月から飲用牛乳向け 3

円、醗酵及び生クリーム向け 2 円、加工向け 4 円

の基本乳価値上げ改定。

　◎　追加値上げ交渉は、国の追加緊急対策の決定内容

を踏まえ 7 月 7 日に生乳受託販売委員会・理事会

を開催。追加要求額 10 円、改定期日 10 月 1 日を

決定し交渉に入る。

　◎　交渉の停滞で要求した改定期日が切迫する事態に

至り、全国連との連携の下に農系最大手のメグミル

クからの回答引き出しを最後手段とする。その結果、

9 月末に同社から飲用牛乳向け 10 円の値上げ、改

定時期は 21 年 3 月 1 日とする回答が提示される。

　◎　中販連は 10 月１日に生乳受託販売委員会・理事

会を開催。要求額の満額回答は多とするものの、改

定期日の前倒しを求める意見が大勢を占めたが、全

国情勢を見極め諾否の回答判断が指定団体長に一任

された。

　　　全国的にはメグミルクの英断を斟酌する潮流にあ

り合意に至る。

　◎　メグミルクに続き明治、森永も飲用牛乳向けへ

の回答を提示。森永はメグミルクと同内容、明治は

20 年 12 月〜 21 年 2 月の 3 ヶ月間に 2 円の乳価

前倒し加算、21 年 3 月から 9.5 円の値上げ回答。

　　　中販連は向こう 1 年間の値上げ水準は同等と判

断し合意に至る。

　◎　管内地場乳業との交渉ではメグ版及び明治版の回

答内容を提示し選択を委ねる。その結果、明治版が

1 社、他の乳業はメグ版の回答。合意に至る。

　◎　飲用牛乳向け以外の用途については 21 年 2 月

23 日に生乳受託販売委員会・理事会を開催。加工

向けは 1 円、学乳向けは 5 県平均で 9 円の値上げ

を報告。未妥結の醗酵乳は 8 円、生クリームは 6

円値上げでの妥結見通しを報告し承認を得る。

　◎　3 月上旬内に全乳業と全用途の合意に至る。学乳

を除く用途は 3 月 1 日改定 ( 学乳は 4 月 1 日 )。

　②生乳共販 (共同販売 )体制整備
　◎　5 県全会員による計画生産枠の共同管理、中央拠

出金の共同負担に移行。

　◎　乳代は 7 月から 3 県 ( 島根・岡山・広島 ) の完全

プールをベースに山口を除く 4 県の共同計算に移

行。

　◎　販売経費のうち送乳経費からプール化に着手。7

月から上記 3 県の経費格差の 50％相当を平準化。

負担増となる広島県に激変緩和措置を適用。

　③広域生乳検査体制
　◎　中販連が所管する検査は共販に係る配分検査 ( 生

産者の乳代用）及び格付け検査（乳業者との取引用）

とし、牛群検定及び指導検査等は会員からの受委託

関係で実施する基本方針を決定。

　◎　検査体制は、当面、㈳岡山県畜産協会の生乳検

査部門への委託形式を決定。

　◎　第 3 者検査機関が所在する 3 県 ( 島根・岡山・

広島 ) の行政及び検査機関に対する説明会を開催。

各県の実情を踏まえ移行時期は 21 年度下期を目途

に構築することとした。

　④計画生産
　 ◎　 年 度 当 初 の 中 央 配 分 枠（ チ ー ズ 向 け 除 く ）

322,006㌧、前年度比 99.7％を会員別に配分。中

販連は会員間の流動化を調整の基本に置き一体的運

営に努めた。

　◎　アウト・インの加算を得た計画枠に対し未達が確

実な進捗状況を踏まえ、期中に 7 千㌧を中央返還。

計画枠は 315,089㌧に修正。

　◎　実績は 315,347㌧。計画枠を 258㌧超過したが

超過アローアンス内に収まる完全達成。

　⑤受託販売状況
　◎　計画生産実績にチーズ向け（270㌧）及び公共施

設（試験場・農業高校等で 1,024㌧）を加えた総販

売量は 316,642㌧、前年度比 97.6％。

　◎ 域内外の販売実績は域内 286,098㌧、前年度比

98.6％。域外に 30,098㌧、前年度比 90.5％。域内：

域外販売割合は 90.5：9.5 域内割合が 0.9 ポイント

上昇。

　◎　用途別販売実績は生乳生産量の停滞と牛乳の消

費不振を反映し飲用牛乳向け ( 含：学乳 ) 前年度

比 96.5％。近年、増加基調にあった醗酵乳向け

も 98.0％と前年割れに転じた。生クリーム向けは

116.8％と堅調に増加。

　　　加工向けは 98.2％と前年を下回った。

　＊会員別受託数量実績は表 1、用途別販売実績は表 2

の通り

〈表１〉平成 20年度会員別受託数量実績

受託数量（㌧） 前年比（％）

鳥　取 6 4 , 2 0 3 　 9 9 . 3 　

島　根 6 2 , 4 4 1 　 1 0 0 . 4 　

岡　山 1 0 8 , 7 9 5 　 9 5 . 7 　

広　島 5 9 , 5 6 6 　 9 7 . 8 　

山　口 2 0 , 6 1 4 　 9 5 . 0 　

中国計 3 1 5 , 6 1 9 　 9 7 . 7 　
※端数処理の為、合計不一致

〈表 2〉平成 20 年度用途別販売実績

数　量（㌧） 前年比（％）

飲用牛乳等向 2 3 4 , 4 2 6 　 9 6 . 5 　

醗酵等向 5 3 , 8 5 0 　 　 9 8 . 0 　

生クリーム向 1 3 , 9 3 8 　 1 1 6 . 8 　

チーズ向 2 7 0 　 1 1 2 . 5 　

加工向 1 4 , 1 5 6 　 9 8 . 2 　

合計 3 1 6 , 6 4 2 　 9 7 . 6 　

※（注）飲用牛乳向けには学乳向けを含む

　⑥補助事業実施状況
　　平成 20 年度補助事業実績は、11 事業（但し、前

年度事業費の繰越交付分を含む）で総事業費は

1,315,543 千円。生乳換算で約 4.2 円／㎏に相当す
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計　　画 実　　績 計画比

計　画 （単位：㌧）項　　目 実　績 （単位：㌧） 計画比

科　　　　目

生 乳 販 売 数 量

事　業　収　益  (売　上　高）
事　業　収　益  (販売手数料）
事　業　収　益  (全国連手数料）
事　業　収　益  (送乳収益・CS収益）
事　業　費　用  (仕　入　高）
事　業　費　用  (販売委託業務費）
事　業　費　用  (送乳経費・CS経費）
事 業 総 利 益

役 員 報 酬
給 与 手 当
給与手当（賞与）
うち賞与引当金繰入額
給 与 負 担 金
法 定 福 利 費
福 利 厚 生 費
役員退任慰労金積立
役員退任慰労金
退 職 給 与 費 用
　 計 　
旅 費 交 通 費
会 議 費
接 待 交 際 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
信 用 調 査 費
研 修 費
教 育 情 報 費
安全安心対策費
支 払 手 数 料
雑 費

計
租 税 公 課
負 担 金
賦 課 金

　計
減 価 償 却 費
修 繕 費
水 道 光 熱 費
賃 借 料
リ ー ス 料
保 険 料
消 耗 備 品 費
　 計 　

貸 倒 引 当 金
　 計 　

雑 収 入
受 取 再 委 託 推 進 費
受 入 補 助 金
受 入 生 産 者 補 給 金
　 計 　
雑 損 失
支 払 再 委 託 推 進 費
支 払 補 助 金
支 払 生 産 者 補 給 金

　計
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 益
当 期 利 益
法 人 税・住 民 税・事 業 税
当 期 剰 余 金
前 期 繰 越 利 益
当 期 末 未 処 分 剰 余 金

事 業 利 益

る。

　　　主要な事業は都府県酪農緊急経営強化対策事業が

921,509 千円で全体の 70％を占める。

⑵平成 20 年度決算及び剰余金処分案を承認
　以上の平成20 年度会計報告及び剰余金処分案を上程。

隅屋代表監事より監査報告が行われ審議の結果、原案

通り可決承認された。

＊可決承認された貸借対照表＜表 3 ＞、損益計算書〈表

4〉、剰余金処分案＜表 5 ＞の通り。

〈表5〉剰余金処分計算書　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　　目 金　　　額
１　当期未処分剰余金 2 , 9 4 3 , 2 3 5
２　任意積立金取崩額 0

計 2 , 9 4 3 , 2 3 5
３　剰余金処分額 0
　　⑴　利益準備金 1 , 0 0 0 , 0 0 0
　　⑵　任意積立金 0
　　⑶　出資配当金 0
　　普通出資に対する配当金 0
　　後配出資に対する配当金 0
　　⑷　事業分量配当金　 0
４　次期繰越剰余金 1 , 9 4 3 , 2 3 5

※ 次期繰越金には、会員の農業の経営及び技術の向上並びに農村の
生活及び文化の改善に充てるための繰越額 200,000 円が含まれてい
ます。

〈表3〉第9年度（平成20年度）貸借対照表 （単位：円）
実　　績科　　　　　　　目

（ 資 産 の 部 ）

流動資産

　　　現金

　　　預金

　　　　　系統預金

　　　　　　　普通貯金

　　　　　　　定期貯金

　　　　　系統外預金

　　　事業未収金

　　　　　　　受託販売未収金

　　　　　　　未収生産者補給金

　　　販売前渡金

　　　雑資産

　　　　　　　未収金

　　　　　　　立替金

　　　　　　　仮払金

　　　　　　　前払費用

　　　　　　　敷金

　　　繰延税金資産

　　　貸倒引当金

固定資産

　　　有形固定資産

　　　　　　　減価償却資産

　　　　　　　減価償却累計額

　　　無形固定資産

　　　土地

　　　建設借勘定

　　　外部支出その他資産

　　　　　　　系統出資

繰延資産

資 産 の 部 合 計

2,970,229,368
207,273

209,056,950
　　　　　
89,056,046

120,000,000
904

2,481,777,084
2,422,373,781

59,403,303
222,076,877

81,191,184
71,469,616

309,061
7,827,707

735,000
849,800

0
▲24,080,000

2,656,287
437,887

2,811,000
▲2,373,113

218,400

2,000,000
2,000,000

2,972,885,655

実　　績科　　　　　　　目
（ 負 債 の 部 ）

流動負債

　　　短期借入金

　　　　　　　当座貸越

　　　　　　　系統短期資金

　　　受託販売未払金

　　　受託販売費用未払金

　　　未払生産者補助金

　　　

　　　雑負債

　　　　　　　未払金

　　　　　　　未払法人税等

　　　　　　　事業預り金

　　　　　　　受入保証金

　　　　　　　仮受金

　　　　　　　前受収益

　　　賞与引当金

　　　繰延税金負債

固定負債

　　　長期金債務

　　　　　　　長期借入金

　　　　　　　長期未払金

　　　役員退任慰労引当金

　　　長期繰延税金負債

負 債 の 部 計

2,945,930,184
242,820,435

0
242,820,435

2,355,074,302
45,165,526
59,403,303

243,296,628
67,589,150

1,891,400
53,069,969

120,746,109
0
0

169,990
0

1,662,236
0
0
0

1,662,236
0

2,947,592,420
純資産の部

出 資 金

回 転 出 資 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

任 意 積 立 金

当 期 未 処 分 剰 余 金

会 員 資 本 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

20,000,000
0
0
0

2,350,000
0
0

2,943,235
25,293,235

2,972,885,655

〈表4〉平成20年度総合損益決算書 ２．第 10 年度 (平成 21年度 )事業計画案の承認の件
　本議案については、事業計画に反映される関連案件と

して①定款の一部改正②賦課金及び徴収方法③理事並

びに監事の報酬に関する件を一括して審議された。

⑴定款の一部改正案
　①変更理由：農協法の一部改正による項ずれ及び常勤

理事 1 名増員のための役員定数の変更

　②現行定款の役員定数　7人（理事 5 人、監事 2 人）

の非常勤体制

　③改正案　　8 人（理事 6 人、監事 2 人）とし、理

事のうち 1 人は常勤とする。

⑵賦課金 (手数料 )及び徴収方法の承認の件
　①平成 21 年 4 月〜 9 月までは中販連受託数量 1㎏当

り 16 銭を乳代精算時に徴収。

　②平成 21 年 10 月以降は中販連受託数量 1㎏当り 26

銭を乳代精算時に徴収。

　＊ 改正した賦課金は職員のプロパー化及び常勤役員

を設置した指定団体の標準的な水準にあります。

⑶理事並びに監事の報酬に関する件
　前年度の支給実績及び事業実績を考慮して、理事報酬

額は総額 200 万円以内、監事報酬額は総額 50 万円以内

とし、各理事及び各監事の報酬額は理事会・監事会に一

任。＊理事・監事の報酬総額は前年度と同額。

⑷主要な事業計画
　ア生産者手取り乳価の安定化
　　値上げされた基本乳価の維持及び有利販売並びに合

理的な送乳事業に取り組み生産者手取り乳価の安定

を期する。

　イ生乳の安全安心確保対策
　①生乳生産管理チェックシートへの記録・記帳・保

管の定着促進。

　＊ 本件については乳価交渉が無く発進した今年度に

おいて乳業者の最優先要求事項です。ポジティブリ

スト制度及び食の安全安心へ関心が高まった時代認

識の中で完全定着が不可避です。

　ウ広域生乳検査体制への移行
　①前年度に決定された本件の基本方向に沿って、平成

21 年 10 月 1 日を期して生乳共販に係る検査業務 (

配分・格付け検査 ) を中販連に集約する。

　②検査費用に係る生産者負担の軽減及び初期投資の削

減を勘案し、㈳岡山県畜産協会生乳検査所を広域生

乳検査施設として指定。運用は委託方式により実施

する。

　③期中からの移行となる今年度（平成 21 年度）は、

検査業務集約への理解が得られた会員から着手し、

平成 22 年度期首からは完全一元化に移行する。

　④検査業務の集約に伴い既存の検査機関・施設の廃
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止に至る会員については、牛群検定及び乳質指導

に係る依頼検査についても委託が可能な体制を構

築する。

　エ 5県共販体制への移行に係る必要事項の整備
　　平成 22 年度からの 5 県共販体制への移行に向けて

整備が必要な事業に係る準備作業の総仕上げに取り

組む。

　①今年度における取り組み事項

　◎送乳経費に関し 3 県 ( 島根・岡山・広島 ) 完全プ

ールに移行するとともに、会員支払い乳価に著し

い影響が生ずる場合は激変緩和措置を講ずる。

　◎検査サンプル採取の公平性と集乳事業に係る機能

整備を期するため、補助事業を活用した流量計及

びオートサンプラーの設置を図る。

　②平成 22 年度に向けた取り組み

　　　販売経費 ( 集乳・ CS・検査・送乳 ) の 5 県プー

ル処理体制を整備する。

　③組織・財務及び業務推進体制の強化

　　　平成 22 年度に向けた指定団体機能の整備促進に

伴う事業体制の拡充に合わせ、組織・財務及び業務

推進体制の再編強化を図る。

　◎職員のプロパー体制への移行に必要な諸規程等を

整備する。

　　　なお、今年度においては出向職員の派遣組織に

対する給与負担の軽減策を講ずる。

　◎常勤役員の設置を指向した組織体制について検討

を図る。

　＊本件については上記の定款改正に係る行政認可を

33,705,000,000
66,029,800
28,569,000

638,220,000
31,259,600

33,705,000,000
28,569,000

638,220,000
34,290,160
62,999,240

107.9%
130.3%
115.5%
99.3%

107.9%
115.5%
99.3%

124.4%
2,448,000
2,083,320

781,245
25,000,000

647,000
100,000
410,000

0
360,000

31,829,565

99.3%
102.1%
102.1%
142.9%
104.6%
128.2%
100.5%

0.0%
100.0%
131.3%

8,094,000
2,530,000

600,000
720,000
630,000

1,350,000
80,000

700,000
99,000

257,000
1,000,000

552,000
358,000

16,970,000

99.5%
90.7%

105.0%
111.4%
80.1%

238.9%
115.1%
162.3%
198.2%
100.7%

0.0%
101.7%
110.8%
111.9%

192,000
6,307,000

0
6,499,000

88.9%
98.7%

0.0%
98.4%

818,405
0

312,000
5,250,000

691,200
37,000
50,000

7,158,605
1,772,000

64,229,170
▲ 1,229,930

414.8%
0.0%

103.0%
101.2%
100.0%
210.0%

29.6%
109.0%

88.6%
117.7%
31.4%

1,596,000
3,730,560

5,326,560
4,024,422

0
0

4,024,422
72,208

0
0

72,208

77.0%
0.3%
0.0%
0.4%

657.0%
0.0%
0.0%
0.3%
6.3%
0.0%
0.0%
6.3%

人

件

費

業

務

費

施

設

費

諸
税
負
担

事
業
外
収
益
事
業
外
費
用

315,000 316,642 99.7%

（1）取扱計画

（2）損益計画　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

事

業

管

理

費

計　　画 20年度実績比

計　画 （単位：㌧）項　　目 実　績 （単位：㌧） 実績比

科　　　　目

生 乳 販 売 数 量

事 業 収 益  (売　上　高）
事 業 収 益  (販売手数料）
事 業 収 益  (全国連手数料）
事 業 収 益  (送乳収益・CS収益）
事 業 収 益  (広域検査収入）
事 業 費 用  (仕　入　高）
事 業 費 用  (販売委託業務費）
事 業 費 用  (送乳経費・CS経費）
事 業 費 用  (広域検査経費）
事 業 総 利 益

役 員 報 酬
給 与 手 当
給与手当（賞与引当金含む）
給 与 負 担 金
法 定 福 利 費
福 利 厚 生 費
役 員 退 任 慰 労 金 積 立
役 員 退 任 慰 労 金
退 職 給 与 費 用
　 計 　
旅 費 交 通 費
会 議 費
接 待 交 際 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
信 用 調 査 費
研 修 費
教 育 情 報 費
システム構築研究費
支 払 手 数 料
雑 費

計
租 税 公 課
負 担 金
賦 課 金

　計
減 価 償 却 費
修 繕 費
水 道 光 熱 費
賃 借 料
リ ー ス 料
保 険 料
消 耗 備 品 費
　 計 　

貸 倒 引 当 金
　 計 　

雑 収 入
受 入 補 助 金
受 入 生 産 者 補 給 金
　 計 　
雑 損 失
支 払 補 助 金
支 払 生 産 者 補 給 金

　計
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 益
税 引 き 前 当 期 利 益

事 業 利 益

〈表6〉平成21年度収支予算案踏まえて対応する。

　◎現在の事務所スペースが限界域にあることから、

事業体制の拡充に対応可能な場所への移転を図

る。

　◎広域生乳検査体制への移行後における乳質統一基

準の設置を視野に置き、会員・個人別乳代精算が

可能なシステム構築を図る。

　◎乳価引き上げに伴う生乳取引高の増高に鑑み、乳

業者に対する債権保全措置の拡充と合わせ中販連

自らも貸倒引当金の積み増しを行う。

　◎事業体制の拡充及び業務推進体制の変革に伴う経

費の増高に係る財源措置に関し、今年度１０月１

日を期日に販売手数料の引き上げ改定を行う。

　＊本件は上記賦課金及び徴収方法の承認に関する議

案として別途上程。

オ生乳計画生産の運営
　①今年度の計画枠 ( チーズを含む計画生産目標数量

) は中央配分数量 315,619㌧、前年度受託実績対比

100％に設定する。

　②運営方針については、去る平成 21 年 2 月 23 日開

催の生乳受託販売委員会・理事会における決定内

容を踏まえて、会員別計画枠は前年度受託実績比

100％とし会員組織内及び会員間の流動化を基本に

達成を目指す。

　＊今年度の計画生産対策の運営方針等は本紙後段に記

述。

カ消費拡大対策の推進
　牛乳乳製品の小売価格値上げに伴う消費への減少影響

が懸念されることから日本酪農乳業協会 (J ミルク ) 及び

中央酪農会議が行う消費拡大対策の実効を期するため会

員、関係組織との連携による活動を行う。

キ情報連絡・広報機能の強化
　平成 22 年度からの 5 県共販体制への円滑な移行を期

するため機関紙・ホームページ等を通じて情報開示の促

進に努める。

⑸今年度事業計画及び収支予算案を承認
　以上の今年度事業計画及び収支予算案について関連す

る議案を含めて上程。審議の結果、原案通り可決承認さ

れた。

＊可決承認された今年度の総合損益計画は＜表６＞の通

り。

　第９回通常総会を終えて

　第 9 回通常総会は各提出議案が原案通り可決承認さ

れ、中販連幅田副会長の閉会の挨拶をもって終了しまし

た ( 副会長挨拶は別掲 )。

　中販連は、設立 10 年目に当る今年度は HOSTY デー

リースクラム 21 プランで提唱した平成 22 年度からの

5 県共販体制への移行に向けた準備態勢の総仕上げに取

り組みます。その前段として今年度は広域生乳検査体制

に移行します。

　5 会員の歴史的発展過程の違い及び組織・業務体制が

成熟域にあったことから共販体制の検討においては利害

調整及び業務体制の解体への対応等幾多の難関に直面し

ました。

　しかしながら、酪農家戸数の減少に連動する生産基盤

の低下及び短期的に変動する需給関係等の今日的課題へ

の対応等に当っては指定団体機能の本丸である共販体制

構築が不可避との共通認識が醸成されました。

　そして乳価交渉力の強化についても、先ずは広域指定

団体が機能整備を仕上げることからスタートしなければ

次なる組織論への発展は空論となります。

　今後は、中国 5 県の酪農組織が苦楽を共にして新た

な発展を目指す「連帯」の時代へと移行する事となりま

す。

　今年度において、中販連は混乱なき５県共販体制への

移行に向けた情報提供に努める所存であります。

　会員組織各位のご理解とご協力を、お願い申し上げま

す。
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　梅雨末期の豪雨で各地に

被害が発生しています。中

販連管内でも、山口県、広

島県が被害を受けたと聞い

ておりますが、幸いにして

生乳の集送乳にも支障なく

酪農家への被害は聞いてお

りません。

　その中で、本日は中国生乳販連第 9 回総会の開催に

あたり農水省からは中国四国農政局浅沼畜産課長、中央

団体からは中酪前田事務局長、管内 5 県の行政機関関

係者、全国連からは全農、全酪連のご出席を頂き、この

ように盛会に開催できました事を衷心より厚くお礼申し

上げます。

　平成 20 年度を振り返りますと酪農は平成の大危機を

潜り抜けてきました。

　年度当初は 3 円値上げでしたが、これも 0 円か 3 円

かという厳しい選択の中で中間合意としての妥決をせざ

るを得ませんでした。しかし、酪農現場では飼料価格の

高騰が続く中、昨年の今頃 10 月 1 日に向けて 10 円の

追加値上げを要請していた時期でした。

　追加値上げ交渉は厳しい状況をもたらしましたが、酪

農崩壊を救うという事でメグミルクを中心とする農系乳

業に対し必死の説得を行った結果、9 月末にメグミルク

小原社長より 21 年 3 月 1 日から 10 円値上げへの決断

を頂きました。

　このような妥結経緯で、新しい酪農の幕開けが到来し

たものと思っておりました。

　しかし 3 月 1 日の改定まで酪農経営が耐えられない

のではないかと言うことで、当面する越年対策について

関係機関、組織を挙げ国に要請したところ、飼料購入に

係る緊急対策の措置をいただき、更に乳代前渡しの自助

努力で何とか 20 年度は乗り切れたかなと感じています。

　乳価値上げを達成したとはいえ、100 年に一度と言わ

れる経済状況の中で消費が落ちて大変苦労しているとこ

ろであります。

　一方では安くて牛乳に近い成分調整牛乳が爆発的な売

れ行きを見せ、何とか需給関係を保っているといわれて

いますが、バターの 5 ヶ月超の在庫を心配しています。

　北海道では酪農家が率先してバターの消費対策に取り

組まれていると聞いています。内地でも昔あったように

年末にはバターを買わなければならない事になるのでは

ないかと心配され、計画生産の減産が解けた中で、また

新たな心配事が起きております。

　北海道においては前年対比 103％の計画生産ですが、

これはチーズが売れての増産であり、ここに来て海外乳

製品価格の急落で国産の売れ行きが落ち、製造は前年対

比 80％程度となり大変心配されているところです。高

い生乳で作ったチーズ、高くてもおいしくて売れるチーズ

を新たに乳業者が開発して頂かないと厳しい状況です。

　牛乳乳製品の消費拡大については、価値があり安全安

心な物はこれだけの値段はするという事を消費者に理解

されるよう地道に訴えていく必要があります。

　もう一点は、今後の生処販の内外に亘る力関係が大き

な課題と言えます。

　生産者段階では昨年の飼料価格の高騰を思えば自給飼

料を増産し、安全安心を追求して消費者に牛乳の良さ、

安全を訴えていくべきだと思っています。

　また、乳業者と量販店の力関係は 0 対 10 という状況

ですが、500 社もある多くの乳業の数が原因だろうと思

います。乳業者も将来の事を考えれば統合、特に農系は

1 つにまとまって量販店に対抗していかないと将来が見

据えないのではと思います。

　この不景気で安ければ良いと言う量販店の戦略の中で

戦うには乳業側としてはこの方法しかないのではなかろ

うかと思います。今後、生処販一体となって協力し合わ

ないと酪農の安定は図れないのではなかろうかと心配し

ています。

　30 年振りに上がった乳価を下げることのない様に指

定団体が一致協力して頑張らなければなりません。会員

の皆さまにもご理解頂きたいと思います。

　 中 販 連 に お き ま し て は、20 年 度 の 受 託 乳 量 は

315,618 トンで計画生産枠を 258 トン超過いたしまし

たけれどもアローアンスの中で収まりました。5 会員の

皆さまのご協力に対しまして衷心より厚くお礼申し上げ

ます。

　広域指定団体も設立後 9 年を経過いたしました。機

能強化を一生懸命やってきましたけれども、まだ頂点に

は達しておりません。

　中販連は HOSTY デーリースクラム 21 プランと銘

打って、経費節減、プール化あるいは生乳検査体制の一

本化等、機能強化の最終段階に入っております。

総会に寄せて

〜主催者挨拶〜
中国生乳販売農業協同組合連合会

代表理事会長　千　葉　靖　代

　中国生乳販連の第 9 回通

常総会にあたり一言ご挨拶

を申し上げます。

　本日お集まりの皆様方に

おかれましては日頃から畜

産行政、特に酪農関係につ

いては大変お世話になって

おります。またご支援いた

だいております事に深く感謝申し上げます。

　千葉会長の挨拶にもありましたけれども、今年 3 月

に念願の乳価値上げがありまして、やっと市場にもその

反映が見えつつあるところでございます。

　国としましてはこの値上げに関連し、景気が非常に悪

い中で値上げが需要の減少に結びついては困るというこ

とで、とも補償制度の充実や雌雄判別の対応等の酪農生

産基盤の強化にも取組んでおります。

　一昨年の秋のような、まさに狂乱的な価格高騰は大分

と落ち着いてきましたけれども、未だにトウモロコシの

価格は見通しが非常に不安定であります。その中で農林

水産省としましては、中央酪農会議、指定団体との連携、

協力の下に消費拡大、量販店、消費者への理解を得るよ

うな取組を進めて参りたいと思っております。

　需要につきましても、去る 24 日に J ミルクは牛乳の

需要見込みを下方修正され、昨年対比で 9％程度減少し

てしまうのではないかとの事のようであります。

　また、飼料価格高騰が非常に大きな影響を与えている

のだと思いますけれども、通常 3 〜 4％程度の農家減少

で推移しておりましたが、20 年から 21 年には全国で

戸数にして 1,000 戸を超え、率にして 7％もの生産者が

減っております。

　21 年度の需給については生産、需要とも減っており

ますが、国としましては自給率を踏まえればまだ増産指

向という事でございます。私どもとしましても、申し上

げたような状況に対応するために関係団体と勉強しなが

ら価格高騰の情報を正確かつ速やかにお伝えする事で対

応して参りたいと思っております。

　これから 9 月という需要期を迎える訳ですが、今年

は梅雨がまだ明けないという異常気象の中で、家畜の管

理を充分していただいて、生産性を落とさないという事

も必要かと思います。そういった点でも勉強しながら対

応して参りたいと思っております。

　ご案内のとおり食料農業農村基本計画の見直しに合わ

せ、本省では酪肉近代化計画も見直し検討をされていま

す。この中では広域指定団体の機能強化、集送乳経費の

軽減等のあり方も検討の中の項目として議論されて参る

ものと思います。

　22 年度からの新しい計画目標であり、これらにつき

まして情報等がありましたら、私どもにお寄せ頂ければ

反映できるように進めて参りたいと思っております。

　最後になりましたけれども中国生乳販連が中心とな

り、関係者の連携と協力関係を結んでいただいて酪農乳

業の発展のためのご尽力をお願いすると共に、本日お集

まりの皆様の今後一層の発展を祈念いたしましてご挨拶

にかえさせていただきます。

　本日はおめでとうございました。

　長い歴史の中で、会員の皆様にも経緯があり、非常に

難しいところがございますけれども、中販連組織の酪農

家は１千戸割れが目前の実態にあることから機能・組織

の一本化を推進しなければなりません。

　中販連が１つになり、その先には西日本 1 つの指定

団体にならないとメーカーとの対等の協議ができないと

思っていますので、各会員の事情はあろうかとは思いま

すがご協力のほどよろしくお願いいたします。

　本日提案致します中販連の 21 年度の事業計画は、既

定方針に基づき 22 年度からの 5 県生乳共販体制への移

行に向けた準備作業の総仕上げを骨格とした構成として

いますが、その中で、今年度内は乳価・販売経費の更な

るプール化の進展及び 10 月 1 日を期した生乳検査体制

の広域化の実現に取り組みます。

　今年度から次年度に向けた取り組みを通じ中販連が本

当の指定団体としての機能を発揮するに当たり手数料を

引き上げていただきたいと思っています。乳代システム

の構築、常勤役員体制、送乳等販売経費の節減に邁進し

ます。

　酪農情勢は、念願の乳価が値上げされ一安心のところ

ですが、新たな問題も山積しており一難去ってまた一難

です。行政のご指導をいただきながら、頑張って参りま

すのでよろしくお願いします。

　言い尽くせない事は沢山ありますが、時間の関係もあ

りこれを持ちまして挨拶といたします。どうぞよろしく

お願いいたします。

総会に寄せて

〜来賓ご挨拶〜
農林水産省中国四国農政局　

畜産課長　浅　沼　達　也
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　本日は、中国生乳販連第

9 回通常総会の開催おめで

とうございます。

　日頃から中央酪農会議の

業務につきましてはご協力、

ご支援いただいております

ことにつきまして心から厚

くお礼申し上げます。

　最近の情勢等につきましては、千葉会長、浅沼課長か

らお話がありましたので重複をさけてご挨拶をさせて頂

きたいと思います。

　振り返ってみますと 9 回目の通常総会ということで

すから 9 年前に指定団体の広域化が始まったわけです。

　広域化の背景を考えてみますと、状況とほとんど変わ

りませんが当時不足払い制度が改正され全ての生乳の用

途が市場取引になるという事が一番大きな変化でした。

　今まさにドーハ・ラウンドでの国際交渉が佳境に入ろ

うとしており、合意後は国際的な貿易政策の枠組みに基

づいて政策も変わっていくことになりますが、生産者組

織が国内外の市場環境の変化に対抗する力を強化する視

点で広域化が始まったのだと思います。

　広域化のポイントは 9 点に集約されます。1 点目は物

流の集約化であり、これは生乳の集乳、出荷を伴う配乳

権の集約化も合わせた物流集約化。2 点目はお金の流れ

の集約化であり、乳代精算を含めた生産者と指定団体の

機能集約。3 点目は情報の集約化であり、生乳取引にま

つわる生乳、乳質情報あるいは指定団体と乳業との交渉

にまつわる情報の集約化。こういう 3 つの物、金、情

報の流れの集約化を図っていくことが広域指定団体の大

きな責務になっています。

　広域指定団体は昭和 41 年から各県の指定団体が作り

上げてきた生産者及び乳業者との関係を再整理しながら

機能を強化するという大変な苦労があったわけで、指定

団体の役職員、会員の方々のご努力につきまして心から

感謝を申し上げます。

　その成果の一環として先ほど千葉会長からお話があり

ましたけれども、今秋からの生乳検査機能集約化の実現

があり、更に来春からの乳代精算、プール乳価の集約化

に前向きな取組があります。

　合わせて 30 年振りの厳しい乳価交渉が行われ、値上

げ額の多寡に関してはさまざまな評価があるわけですけ

れども、厳しい状況の中で消費者、流通、乳業者の理解

を得ながら 13 円の値上げが達成できたことも広域化あ

るいは機能強化の過程における 1 つの賜物であり、皆

様のご努力に敬意を表する次第であります。

　しかしながら、最近の酪農情勢には好転現象が見出せ

る状況にありません。その 1 つは生産基盤の弱体化です。

減産計画を解消し、新しい生産環境を作って、厳しい乳

価交渉の末、コストに対応出来るような乳価水準となり

ましたが都府県の生産基盤の弱体化にはなかなか歯止め

がかからないのが実情でございます。

　特にその中で私どもが大変危惧しているのは、一般的

に農業政策の中で限界集落という表現がありますけれど

も、酪農も個別経営レベルでは限界的な環境に陥る経営

とか地域が出てくるのではないか。それは、酪農家の減

少が進む中で、非常に意欲を持って酪農経営をやってい

ただいている方々が地域の中で孤立した存在になってい

くという事であります。

　その事は集送乳のコストについても、従来と違ったコ

ストの問題がでてきますし、支援の環境についても新し

い組織的な条件整備が必要になってくるわけですが、そ

れをどうするかということが非常に大きなポイントだと

思います。

　もう 1 つは牛乳の消費です。これも今回の値上げに

関連し、成分調整牛乳の出現により新しい市場の変化が

生じました。見方によっては価格の混乱要因の登場であ

り新しい環境にいかにして市場、価格を安定させ、そし

て乳製品の過剰等に対する需給調整手法が大きな試練で

あります。

　私どもは農水省、全国連、指定団体が一体的となり対

応することが必要になってきていると思っています。そ

ういう意味では指定団体の機能強化は半ばであります。

　これからは大きな市場変化に対抗していくためには指

定団体が迅速、的確に需給調整を行っていく必要がでて

くるわけです。

　そのための条件は 3 つあげられます。1 つ目は優れた

人材を確保する事、2 つ目は財政基盤を強化する事、3

つ目は生産現場から指定団体まで風通しの良い組織運営

が行われる事、この 3 点を整備することにより機能強

化が図られ、総合的な指定団体の力がついていくものと

思っています。そういう指定団体の今後の動きに対しま

して、私共も、農水省のご指導を受けながら精一杯ご支

総会に寄せて

〜来賓ご挨拶〜
社団法人中央酪農会議　

事務局長　前　田　浩　史

援をさせて頂きたいと思います。

　最後になりますが、私共は情勢の変化も踏まえなが

ら、中長期的課題に対する検討を開始しているところで

あります。

　具体的には 1 点目は価格形成力を強化するための政

策組織のあり方あるいは役割分担、2 点目は需給調整機

能あるいは安定的な計画生産を期していくための指定団

体、会員組織と全国連の役割分担、3 点目は生産基盤を

強化安定させていくための生産者組織全体の機能分担の

あり方が今後の大きな課題になっていくと思われます。

　現在、基本計画なり、酪肉近代化計画の議論が行われ

ておりますけれども、これに歩調を合わせながら、指定

団体の皆様方あるいは指定団体の会員の皆様方から情報

を上げていただき新しい課題解決の方向性及び対応策に

ついて関係者が一緒に議論し、農水省と政策のすり合わ

せをやっていきたいと思っております。

　最後になりますが、私共は今後とも生産基盤の強化や

需給調整機能の強化に関し指定団体並びに全国連、農水

省のご支援を頂きながら取り組んで参りたいと思ってお

りますので引き続きよろしくお願いします。本日はおめ

でとうございました。　

 閉会に際しまして一言ご挨

拶させていただきます。ま

だ梅雨が明けていないとい

う事ですけれども、本日は

久しぶりに暑い日になりま

した。

　無事、総会も終了いたし

ました。また、来賓の皆様にはお忙しい中、最後までご

臨席いただきましてありがとうございました。　

　今日の開会挨拶、来賓の皆様のご挨拶の中にもあった

わけですが、昨年はバターの不足、特に今頃は生乳が不

足するのではないかと、9 月になったら大変だというよ

うな状況だったのですが、今年になりますと、需給関

係が一転してまいりまして、乳製品過剰の問題が話題に

なってきています。

　乳価、飼料の情勢は去年大騒ぎしたわけですが、乳価

が上がり、飼料も落ち着いてきた状況ですけれども、本

当に変動が早くなっているなと実感をしています。そう

した中で酪農家の生産基盤の弱体化をひしひしと感じて

いるわけであります。何とかしてこれ以上生産基盤が弱

体化しないようにしていかなければ、大変なことになる

なと思っております。

　今後とも全国の酪農家の皆様と協調しながら、中国地

区は中国地区の良さ、知恵を出し合って乗り切っていか

なければなりません。

　特に来年に向けて、一応、生乳販連の機能強化は終了

するわけですが、生乳販連だけ形が整っても酪農基盤が

弱体化してしまっては何にもならないわけでありますか

ら、酪農基盤強化に向けた取組がこれからの大きな我々

の課題ではないかと思っております。

　今日ご出席の会員の皆様、ご来賓の皆様に今後ともご

支援、ご協力をお願い申し上げ閉会とさせていただきま

す。どうもありがとうございました。

総会に寄せて

〜閉会挨拶〜

中国生乳販売農業協同組合連合会

代表理事副会長　幅　田　信一郎

総務部長

本 多 修 造
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　★平成 21年度生乳計画生産対策（確定版）

⑴平成 21年度生乳計画生産枠の確定 315,619㌧、前年
度受託数量実績対比 100％

　当連合会の平成 21 年度 ( 以下、今年度 ) 生乳計画生

産対策の運営方針については、既に 2 月 23 日開催の販

売委及び理事会において協議・決定され、後は計画生産

枠（計画生産目標数量）の中央配分確定版の通知を待つ

状態にありました。

　中央段階において、今年度の計画生産枠は都府県で前

年度受託実績対比 100％、北海道が 103％とする既定

路線が設定されていました。

　このため、前年度の受託数量実績が 315,619㌧に確

定したことから、中央酪農会議より今年度計画生産枠と

して同量の配分通知（5 月 20 日付け）を受けました。

⑵セーフティーネット対象の特別調整乳は 2,993㌧
　今年度の生乳需給見通しにおいては、牛乳乳製品の小

売価格値上げ及び内外価格差の拡大がもたらす消費影響

等、需要面に不透明な要因を抱えることとなりました。

他方、生乳生産については、近年の生産動向から都府県

では前年度割れが見通されるものの、更なる生産基盤の

弱体化回避を基本に前年度受託実績が計画生産枠となり

ました。

　模索状態下での運営となるため、計画生産対策におい

ては期中の需給変調で乳製品在庫の過剰が顕著となった

場合、自助努力によるセーフティーネットとして輸入乳

製品置き換え等の市場隔離 ( 在庫処分 ) の対象となる特

別調整乳を計画枠内に設定する事となりました。

　なお、市場隔離対策に要する経費は年度当初から積み

立てによる造成はせず、実行段階における実費主義が基

本となります。

　特別調整乳は都府県指定団体に 36,278㌧が設定され、

その数量は飲用等及び乳製品需要見通し量の積み上げ配

分 ( 販売基準数量 ) では計画生産枠の前年度受託実績を

下回る数量に相当します。

　北海道は、チーズ向けの拡大及び輸入置き換えの継続

実施で特別調整乳は設定されません。

　以上の経緯から、当連合会に対する特別調整乳は

2,993㌧、計画生産枠 315,619㌧の 0.948％が設定され

ました。

⑶会員別計画生産枠の確定等
　ア計画生産枠の構図

　　特別調整乳を含む今年度の計画生産枠の構図は図－

１の通りです。

　①計画生産枠（計画生産目標数量）＝供給目標数量

＋チーズ向け数量

　②供給目標数量＝販売基準数量＋特別調整乳

＜図—1＞平成 21年度計画生産枠の構図

　イ会員別計画生産枠の確定

　　会員別の計画生産枠は、中央方針を踏まえ前年度受

託実績と同量を設定しました。

　　特別調整乳については、計画生産枠内に 0.948％に

一律設定しました。チーズ向けは島根県及び岡山県

における前年度実績数量 271㌧が設定されていま

す。

　　　なお、計画生産対策における超過・未達ペナルテ

ィーについては供給目標数量が対象となり、チーズ

向けに起因する超過・未達は対象外となっています。

　　会員別計画生産枠の確定数量は次ページ表－ 1 の

通りです。

⑷運営方針等
＜基本方針＞
計画生産枠の達成に向け全会員が一体的に取り組む。特

平成21年度計画生産対策及び季節別乳価対策の改訂等を決定
……６月19日生乳受託販売委員会・理事会を開催

　当連合会は、去る 6月 19日に広島市中区 RCC文化センターにおいて生乳受託販
売委員会（以下、販売委）及び理事会を開催し、当面する課題の平成 21年度生乳計
画生産対策の確定及び補助事業の運営要件となる季節別乳価の改訂等について協議・
決定致しました。以下、決定内容について報告します。

計画生産枠 315,619㌧（前年度受託数量対比 100％）

供給目標数量　315,348㌧ チーズ
向け 

271㌧販売基準数量 
312,355㌧

特別調整乳 
2,993㌧

別調整乳に係る経費負担は全会員共通で負担する。

計画生産枠の達成は個人ベースで前年度出荷実績の達成

を基本とする。規模拡大途上者等に対する生産枠の確保

は進捗状況に応じた会員間の流動化対策で対応する。

＜運営方針＞
①計画生産枠の会員別配分
　　当連合会は前年度受託数量実績をベースに会員別割

り当てを行う。

②特別調整乳の位置付け
　　計画生産枠における特別調整乳の位置付けは全会員

同率設定とする。

　　運営途上における会員間の流動化においても同率設

定とする。

③個人別計画生産枠の設定
　会員段階では原則として個人別計画生産枠を設定す

る。

④廃業者枠の取り扱い
　　前年度廃業者に係る受託数量実績は当該会員の計画

生産枠に帰属する。

　　今年度移行後における廃業者の残枠について、需要

期終了時点 (11月末 )までは当該会員内で優先処理 (再

配分 ) が行えるものとする。12 月以降の廃業者の残

枠については需給動向を踏まえて販売委で取り扱いを

検討する。

⑤会員間の流動化
　　会員間の流動化は原則として需要期終了時点及び年

度実績確定段階で行う。

⑥計画生産対策運営上の検討課題
　　生乳需給の変調に伴う期中の運営修正及び超過・未

達ペナルティーが想定される場合の対応方法等につい

ては販売委で取り扱いを検討する。

　★補助事業の取り組み要件に対応する
　　季節別乳価対策の改訂

　今年度設置された畜産振興事業 ( 農畜産業振興機構所

管 ) のうち広域指定団体が実施主体となる生乳不需要期

支援緊急対策事業の実施方針を協議しました。本事業

は、小売値上げにより消費部門に不透明感があることか

ら、不需要期の需給緩和の回避を目的に、早期乾乳や全

乳哺育の促進、更には季節別乳価の拡大等の出荷抑制を

取組要件とするものです。協議においては、組織的かつ

円滑な運営が可能な取り組みを基本に置き、

①取組要件として、早期乾乳及び全乳哺育については、

現地・現場確認に係る失念や手違い等の発生が懸念さ

れるため、同事業への取組に当っては季節別乳価対策

への一本化を図る。

②生乳需給において、需要・不需要期のギャップが拡大

する方向にあることに鑑み、更なる需要期生産への動

機付けと生産努力への評価見直しを図るため、季節別

乳価制度の運用改定を行う。

　以上の意見集約となり、平成 21 年度の季節別乳価の

運営方策を改定することとしました。改定内容は次の通

りです。

＜平成 21年度需要期生乳生産対策（季節別乳価対策）
要領の改定ポイント＞
①既存の運用単価（4 月、5 月、12 月～ 3 月の 6 ヶ月

間は▲ 2 円／㎏、6 月～ 11 月の６ヶ月間は＋ 2 円／

㎏）に加え、12 月～ 3 月の 4 ヶ月間については減算

単価を 1.5 円／㎏拡大する。このことにより、12 月

～ 3 月の運用単価は、既存単価と合算すると▲ 3.5 円

／㎏に相当する。

②拡大した運用拠出金部分は 9 月～ 11 月の 3 ヶ月間の

乳量で再配分する。つまり、精算は既存の季節別乳価

対策と分けて 2 段階で行う。

③新規就農者について、7 月 1 日以前に出荷実績のある

場合は、季節別乳価対策の対象とする。

④廃業者については、季節別乳価対策の対象外とする。

　なお、本事業と合わせた季節別乳価対策の算定につい

ては、平成 21 年度の対象生産者毎の対象数量が確定

後、対象生産者毎の運用奨励金及び運用拠出金の金額

を確定し、平成 22 年 5 月末までに会員を通じて対象

生産者宛に通知すると共に、その精算については平成

22 年 5 月分の乳代支払い時を目途に実行します。

　生乳不需要期支援緊急対策事業について
　本事業は、年間を通して指定団体に生乳を出荷す

る都府県の酪農経営者で、飲用向け生乳の需要停滞

期（7 月、8 月、12 ～ 3 月）に生乳供給の抑制に

資する取り組みを実施する者に対して、経産牛飼養

頭数 1頭当たり 2,400円の不需要期支援交付金が

交付されるものです。

＜表－１＞平成２１年度会員別生乳計画生産枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㌧）

鳥　　取 島　　根 岡　　山 広　　島 山　　口 中販連計
販売基準数量 63,594 61,653 107,688 59,001 20,419 312,355

特別調整乳 609 592 1,032 565 195 2,993
チーズ向け 0 196 75 0 0 271

計画生産枠（合計） 64,203 62,441 108,795 59,566 20,614 315,619
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事
業
経
過
報
告
（
平
成
二
十
一
年
一
月
〜
七
月
）

1
月	

	
	

6
日　

お
か
酪
と
の
業
務
打
合
せ
（
津
山
市
）

8
日　

広
域
生
乳
検
査
体
制
に
係
る
関
係
機
関
協
議

（
広
島
市
）

14
日　

指
定
団
体
の
生
乳
取
引
に
係
る
法
務
研
修
会	

（
東
京
都
）	

15
日　

西
日
本
指
定
団
体
協
議
会
会
議
（
高
松
市
）

　
　
　

平
成
20
年
度
１
月
製
造･

交
流
合
同
視
察
研

修
会
（
島
根
）

22
日　

指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議
（
東
京
都
）

23
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

27
日　

第
３
回
需
給･

取
引
専
門
部
会
（
東
京
都
）

28
日　

平
成
20
年
度
新
春
乳
業
研
修
会
（
広
島
市
）

平
成
21
年
度
学
校
給
食
用
牛
乳
供
給
事
業
に

係
る
見
積
価
格
徴
集
（
岡
山
市
）

29
日　

第
３
回
山
口
県
酪
農
振
興
戦
略
会
議

　
　
　
（
山
口
県
）

2
月

2
日　

	

メ
ー
プ
ル
牧
場
規
模
拡
大
計
画
打
合
せ

　
　
　
（
島
根
県
）

5
日　

生
乳
検
査
に
係
る
３
県
（
鳥
取
・
岡
山
・
山

口
）
協
議
（
岡
山
県
）

　
　
　

西
日
本
実
務
責
任
者
会
議
（
岡
山
県
）

6
日　

石
見
銀
山
酪
農
部
会
総
会
（
島
根
県
）

7
日　

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
教
育
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京

（
東
京
都
）

9
日　

会
員
Ｊ
Ａ
酪
農
実
務
担
当
者
会
（
島
根
県
）

11
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

12
日　

第
15
回
理
事
会
（
広
島
市
）

13
日　

第
３
０
０
回
理
事
会
（
東
京
都
）

19
日　

広
島
県
酪
農
定
例
協
議
会
（
広
島
市
）

20
日　

岡
山
県
酪
農
定
例
協
議
会
（
岡
山
市
）

23
日　

生
乳
受
託
販
売
委
員
会
（
鏡
野
町
）

24
日　

指
定
団
体
実
務
責
任
者
会
議
（
東
京
都
）

25
日　

21
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳
製
品
需
給
見
通

し
等
説
明
会
（
岡
山
市
）

27
日　

計
画
生
産
担
当
者
会
議
及
び
生
乳
安
全
安
心

担
当
者
会
議
（
東
京
都
）

３
月	

	

4
日　

第
三
〇
一
回
理
事
会
・
第
47
回
通
常
総
会（
東

京
都
）

5
日　

広
域
検
査
体
制
検
討
委
員
会
（
広
島
市
）

11
日　

生
乳
の
安
全･

安
心
の
確
保
の
た
め
の
全
国

協
議
会(

第
8
回)

（
東
京
都
）

12
日　

生
乳
格
付
検
査
補
助
員
会
議
（
岡
山
市
）

13
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

18
日　

平
成
20
年
度
第
4
回
山
口
県
酪
農
振
興
戦
略

会
議
（
山
口
県
）

　
　
　

平
成
20
年
度
乳
業
再
編
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
（
岡
山
県
）

20
日　

第
16
回
理
事
会
（
広
島
市
）

23
日　

ブ
ロ
ッ
ク
別
会
長･

組
合
長
会
議（
大
阪
府
）

24
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議
（
東

京
都
）

25
日　

中
国
地
区
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委
員
会

（
広
島
市
）

27
日　

普
及
事
業
推
進
会
議
（
東
京
都
）

　
　
　

第
3
回
全
国
酪
農
飼
料
自
給
率
向
上
協
議
会

（
東
京
都
）

４
月

1
日　

	

中
四
国
農
政
局
窓
口
相
談
（
岡
山
市
）

4
日　

７
社
会
研
修
会
（
広
島
市
）

14
日　

第
１
回
需
給
・
取
引
専
門
部
会
（
東
京
都
）

17
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

	

第
１
回
理
事
会
（
広
島
市
）

21
日　

指
定
団
体
・
全
国
連
実
務
責
任
者
会
議
（
東

京
都
）

22
日　

中
四
国
九
州
地
域
農
協
乳
業
協
議
会
通
常
総

会	（
福
岡
県
）

23
日　

	

平
成
21
年
度
畜
産
業
振
興
事
業
説
明
会
（
東

京
都
）

24
日　

広
酪
西
部
地
域
組
合
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

（
広
島
市
）

27
日	

生
乳
検
査
業
務
に
係
る
作
業
部
会（
広
島
市
）

28
日　

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
第
48
回
理
事
会

及
び
平
成
21
年
度
第
１
回
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
特
別
専
門
委
員
会
（
東
京
都
）

５
月

7
日　

	

広
域
生
乳
検
査
体
制
構
築
に
係
る
関
係
機
関

検
討
会
（
広
島
市
）

15
日	

平
成
21
年
度
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
地
域
推
進

委
員
会
委
員
長
合
同
会
議
（
東
京
都
）

18
日	

広
域
生
乳
検
査
体
制
検
討
委
員
会（
広
島
市
）

19
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

21
日　

第
２
回
理
事
会
（
広
島
市
）

25
日	

生
乳
販
売
委
員
会
（
島
根
県
）

27
日　

平
成
21
年
度
島
根
県
乳
業
協
会
通
常
総
会

（
島
根
県
）

29
日　

中
酪
平
成
21
年
度
通
常
総
会
（
東
京
都
）

　
　
　

指
定
団
体
長
懇
談
会
（
東
京
都
）

　
　
　

第
１
回
監
事
会
（
広
島
市
）

６
月

5
日　

	

全
農
島
根
県
本
部
職
場
会
議
（
島
根
県
）

11
日　

山
崎
博
文
氏
受
賞
記
念
祝
賀
会
（
岡
山
県
）

13
日　

第
４
回
食
育
推
進
全
国
大
会
島
根
県

　
　
　
（
島
根
県
）

16
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

17
日　

生
乳
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
の
担
当
者

会
議
（
東
京
都
）

19
日	

第
３
回
理
事
会
（
広
島
市
）

　
　
　

第
１
回
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
（
広
島
市
）

24
日　

お
か
や
ま
酪
農
協
第
11
回
通
常
総
代
会

　
　
　
（
津
山
市
）

26
日　

中
酪
第
三
〇
二
回
理
事
会
、
臨
時
総
会
、
第

三
〇
三
回
理
事
会
（
東
京
都
）

30
日　

指
定
団
体･

全
国
連
実
務
責
任
者
会
議

　
　
　
（
東
京
都
）

７
月

2
日　

	

第
４
回
理
事
会
（
広
島
市
）

3
日　

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
議	

（
岡
山
市
）

9
日　

	

広
域
生
乳
流
通
体
制
確
立
促
進
事
業
に
係
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い
て
（
東
京
都
）

14
日　

平
成
21
年
度
農
協
乳
業
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
議	

（
博
多
区
）

　
　
　

岡
山
酪
政
連
通
常
総
会
（
博
多
区
）

15
日　

乳
業
再
編
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会（
岡
山
市
）

	

第
１
回
学
乳
専
門
部
会
（
東
京
都
）

16
日　

会
員
実
務
責
任
者
会
議
（
広
島
市
）

18
日　

	

広
島
県
酪
農
振
興
協
議
会
夏
季
研
修
会

　
　
　
（
三
次
市
）

21
日　

酪
農
・
乳
業
懇
談
会
〜
21
日
10
時
（
島
根
県
）

24
日　

生
乳
輸
送
対
策
会
議
（
島
根
県
）

27
日　

第
９
回
通
常
総
会
（
広
島
市
）

【１】生乳受託実績の推移	
１. 平成 20年度受託数量実績（四半期別）
四半期 受託数量 鳥　　取 島　　根 岡　　山 広　　島 山　　口 中販連計 都府県 全　　国

第　１
総　 数　 量 17,028 16,511 29,421 15,700 5,655 84,316 1,021,632 1,989,078
前 年 比 102.0% 101.8% 98.2% 99.0% 97.4% 99.8% 97.4% 100.2%
平 均 日 量 187 181 323 173 62 927 11,227 21,858

第　２
総　 数　 量 15,429 14,682 25,990 14,700 4,958 75,760 918,043 1,872,622
前 年 比 99.2% 100.1% 95.2% 99.9% 96.4% 97.9% 95.5% 99.1%
平 均 日 量 168 160 283 160 54 823 9,979 20,355

第　３
総　 数　 量 15,610 15,237 26,206 14,479 4,891 76,424 928,881 1,859,397
前 年 比 98.3% 99.8% 94.8% 97.1% 94.6% 96.9% 96.0% 99.0%
平 均 日 量 170 166 285 157 53 831 10,097 20,211

第　４
総　 数　 量 16,136 16,010 27,178 14,686 5,109 79,119 966,780 1,904,839
前 年 比 97.5% 99.9% 94.4% 95.2% 91.5% 96.0% 96.1% 98.1%
平 均 日 量 179 178 302 163 57 879 10,742 21,165

年度計
総　 数　 量 64,203 62,440 108,795 59,565 20,613 315,619 3,835,336 7,625,936
前 年 比 99.3% 100.4% 95.7% 97.8% 95.0% 97.7% 96.3% 99.1%
平 均 日 量 176 171 298 163 56 865 10,508 20,893

　　　※①受託実績は計画生産実績に連動する。②広島は公共機関、員外分除く。

１. 平成 21年度受託数量実績（四半期別）	
月 受託数量 鳥　　取 島　　根 岡　　山 広　　島 山　　口 中販連計 都府県 全　　国

４月
総　数　量 5,482 5,427 9,316 4,973 1,726 26,923 332,679 650,537

前年比 97.0% 98.9% 94.8% 95.6% 91.0% 95.9% 97.1% 99.2%
平均日量 183 181 311 166 58 897 11,089 21,685

５月
総　数　量 5,544 5,448 9,414 5,245 1,750 27,401 339,479 677,072

前年比 94.3% 95.3% 92.4% 97.1% 89.7% 94.0% 96.4% 99.1%
平均日量 179 176 304 169 56 884 10,951 21,841

６月
総　数　量 5,122 5,032 8,600 4,946 1,606 25,305 315,933 645,230

前年比 93.2% 94.8% 91.4% 97.0% 88.9% 93.3% 96.5% 99.3%
平均日量 171 168 287 165 54 843 10,531 21,508

第　１
四半期

総　数　量 16,148 15,907 27,329 15,163 5,082 79,629 987,997 1,972,745
前年比 94.8% 96.3% 92.9% 96.6% 89.9% 94.4% 96.7% 99.2%

平均日量 177 175 300 167 56 875 10,857 21,679

　　　※①受託実績は計画生産実績に連動する。②広島は公共機関、員外分除く。

〔Ⅱ〕会員別出荷戸及び数乳用牛飼養頭数の推移	 	 	 	 	 	 	 	 	
１．会員別生乳出荷戸数の推移	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

平　　成　　２　０　　年　　度 平　成　２１　年　度
Ｈ20年４月 ７月 １０月 Ｈ21年１月 ３月 ３月—４月 ３月 / ４月 ４月 7 月 ７月—４月 ７月 / ４月

鳥　取 215 212 208 205 203 ▲ 12 94.4% 202 198 ▲ 4 98.0%
島　根 171 169 168 166 166 ▲ 5 97.1% 164 163 ▲ 1 99.4%
岡　山 403 392 389 383 382 ▲ 21 94.8% 380 371 ▲ 9 97.6%
広　島 199 195 194 189 187 ▲ 12 94.0% 185 183 ▲ 2 98.9%
山　口 85 87 86 84 83 ▲ 2 97.6% 83 83 0 100.0%
中販計 1073 1055 1045 1027 1021 ▲ 52 95.2% 1014 998 ▲ 16 98.4%

２．県別乳用牛飼養頭数の推移
平成２０年度四半期別平均飼養頭数（２歳以上乳用雌牛） 平成２１年度第１四半期平均及び月別頭数 ( ２歳以上乳用雌牛）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第４—第１ 第４/ 第１ 第１四半期 ４月 ５月 ６月 ６月—４月 ６月 / ４月
鳥　取 7,618 7,658 7,576 7,561 ▲ 58 99.2% 7,418 7,472 7,422 7,361 ▲ 111 98.5%
島　根 7,807 7,844 7,866 7,836 29 100.4% 7,738 7,785 7,747 7,682 ▲ 103 98.7%
岡　山 15,411 14,996 14,808 14,783 ▲ 628 95.9% 14,436 14,624 14,484 14,200 ▲ 424 97.1%
広　島 8,387 8,395 8,293 8,185 ▲ 202 97.6% 8,129 8,167 8,143 8,077 ▲ 90 98.9%
山　口 3,003 2,940 2,905 2,856 ▲ 148 95.1% 2,796 2,805 2,789 2,794 ▲ 11 99.6%
中国計 42,227 41,834 41,447 41,220 ▲ 1,007 97.6% 40,517 40,853 40,585 40,114 ▲ 739 98.2%

＊家畜改良センターの集計でありアウトサイダー飼養分も含む。

【Ⅲ】生乳販売実績・・・乳業者形態別	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

形 　 　 　 態
平 成 ２ 0 年 度 合 計 平 成 ２ １ 年 度 第 １ 四 半 期

乳 業 者 数 販 売 数 量（ ト ン ） 前 年 度 比 乳 業 者 数 販 売 数 量（ ト ン ） 前 年 度 比
大 手 乳 業 ( 含： 傍 系 ） 4 59,101 93.4% 4 15,683 101.8%
農 系 乳 業 7 129,101 98.2% 7 31,255 91.7%
中 小 乳 業 14 98,342 98.0% 16 26,490 99.5%
域 内 計 25 286,544 98.5% 25 73,428 96.5%
域 外 乳 業 12 30,098 90.1% 12 6,465 76.4%
販 売 量 合 計 37 316,642 97.6% 37 79,893 94.5%

中販連生乳受託販売実績報告
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編

集

後

記

　

長
雨
、
台
風
と
例
年
に
な
い
異
常
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

酪
農
生
産
基
盤
の
構
造
的
変
化
、
生
乳
需

給
の
変
動
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
も
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
お
り
、
ま
さ
に
維
新
の

時
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
今
年
も
人
類
へ

の
貴
重
な
贈
り
物
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
が
咲
い
て

い
ま
す
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
の
葉
っ
ぱ
に
も
花
に
も
、
太

陽
の
光
に
よ
っ
て
向
き
が
決
ま
る
と
い
う
性

質
、
つ
ま
り
向
日
性
が
あ
る
か
ら
太
陽
の
方

に
顔
を
む
け
る
よ
う
で
す
。

　

太
陽
の
輝
く
光
に
は
、
誰
で
も
元
気
が
出

る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、
太
陽
に
ち
な
ん
だ

名
の
花
を
見
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
も

う
な
づ
け
ま
す
。

　

環
境
は
大
き
な
転
換
期
に
き
て
い
ま
す

が
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
い
か
に
も
幸
せ
そ
う
な
笑

顔
、
明
る
い
黄
金
色
の
笑
顔
に
な
ら
い
、
光

の
方
向
へ
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
需
給
調
整
お
よ
び
牛
乳
・
乳
製

品
の
消
費
拡
大
、
生
乳
の
安
全
・
安
心
対
策

に
つ
い
て
取

り
組
み
ま
す

の
で
引
続
き

ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま

す
。（
H
）

【Ⅳ】用途別販売実績及びプール乳価の推移（税抜き）

用　　　　　 途 区分
平　　　　成　　　２　　　０　　　年　　　　度

４　〜　２　月 ３　　月　（２１年３月） 年　　度　　合　　計
数量・金額 前年度比 用途比率 数量・金額 前年度比 用途比率 数量・金額 前年度比 用途比率

飲 用 牛 乳 向 け 販売数量 191,979,996.3 96.5% 66.5% 18,069,817.8 93.2% 64.9% 210,049,814.1 96.2% 66.3%

学 校 給 食 向 け 販売数量 22,625,180.3 99.0% 7.8% 1,751,708.1 106.1% 6.3% 24,376,888.4 99.4% 7.7%

はっ酵乳等向け 販売数量 49,170,503.7 98.0% 17.0% 4,678,356.5 98.2% 16.8% 53,848,860.2 98.0% 17.0%

特定乳製品向け 販売数量 12,238,121.0 95.0% 4.2% 1,920,139.0 125.1% 6.9% 14,158,260.0 98.2% 4.5%

生クリーム等向け 販売数量 12,524,248.0 117.2% 4.4% 1,412,877.0 113.4% 5.0% 13,937,125.0 116.8% 4.4%

チ ー ズ 向 け 販売数量 247,582.0 112.3% 0.1% 23,878.0 114.3% 0.1% 271,460.0 112.3% 0.1%

合      計
販売数量 288,785,631.3 97.6% 100.0% 27,856,776.4 97.4% 100.0% 316,642,407.7 97.6% 100.0%

販売金額 27,681,566,651 101.0% 2,860,043,993 111.1% 30,541,610,644 101.9%

プール乳価（乳成分含まず） 95.855 102.670 96.455 

	

用　　　　　 途 区分
平　　　　成　　　２　　　1　　　年　　　　度

４　月 5　　月 6　　月
数量・金額 前年度比 用途比率 数量・金額 前年度比 用途比率 数量・金額 前年度比 用途比率

飲 用 牛 乳 向 け 販売数量 17,716,601.3 94.9% 65.6% 17,715,495.7 93.6% 64.4% 16,240,185.5 92.4% 64.0%

学 校 給 食 向 け 販売数量 1,847,241.7 101.2% 6.8% 2,201,265.4 88.7% 8.0% 2,773,482.1 103.3% 10.9%

は っ 酵 乳 等 向 け 販売数量 4,552,396.0 94.6% 16.9% 4,819,677.1 96.2% 17.5% 4,618,652.8 97.5% 18.2%

特 定 乳 製 品 向 け 販売数量 1,545,555.0 109.6% 5.7% 1,495,377.0 106.5% 5.4% 699,858.0 71.8% 2.8%

生クリーム等向け 販売数量 1,322,856.0 94.0% 4.9% 1,242,995.0 89.9% 4.6% 1,037,055.0 85.0% 4.0%

チ ー ズ 向 け 販売数量 23,824.0 114.6% 0.1% 19,923.0 88.9% 0.1% 21,197.0 100.2% 0.1%

合      計
販売数量 27,008,474.0 95.9% 100.0% 27,494,733.2 94.1% 100.0% 25,390,430.4 93.3% 100.0%

販売金額 2,800,405,434 104.6% 2,862,551,340 102.4% 2,674,248,367 102.0%

プール乳価（乳成分含まず） 103.686 104.113 105.325 

＜注記＞
①平成２１年３月から学乳除く用途に乳価追加値上げ適用。小売価格の値上げによる消費減少影響が加工 ( 特定乳製品）向けの多発を来たし
乳価上昇単価は６．８円と期待値を下回る。
②平成２１年４月から学乳向け値上げ。
③飲用牛乳向けと加工向け比率が１ポイント増減移動すると、プール乳価に及ぼす影響は 0.42 円程度上下する構図となる。

中販連生乳受託販売実績報告


